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≪あすなろ橋　差し伸べられた手を 未来との出会い≫　広報キッズ「はなちゃん」

～ 未来につなげる幸せのまち のへじ ～

未来をつかめ！大局を読む
　総合計画折り返し地点　後半の初年度予算� ２

町民の声を背に
　一般質問という名の政策提案� ６～10

心を大切に、声を形あるものに…。
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総合計画折り返し地点　後半の初年度予算

未来をつかめ！大局を読む

戸澤
　栄議員

古林
　輝信議員

中谷
　謙一議員

野坂
　充議員

大湊
　敏行議員

赤垣
　義憲議員

公共交通の整備を
ホタテ養殖業の維持を

物価高騰対応支援を手厚く
国スポの成功を

地域とともに担い手づくりを
財政健全かつ物価高騰対策を

大胆な決断と効果的な運用を
意思を明確に反映した事業を

統合小学校新築事業の再考を
スキー場再開を

元気で活気あふれる町政に
どんな災害にも対応可能な体制を

原子力立地給付金の使途明確に
統合小学校建設を住民合意で

支えあい切れ目ない保健福祉
レクリエーション施設の充実

小学校建設で豊かな教育環境
議会ＤＸの推進で議会力ＵＰ

第一次産業に対する支援の強化
将来の地方債残高増への対策を

新規借入は７年度の1.5倍
４年先まで継続費53.8億円

横浜
　睦成議員

髙沢
　陽子議員

木戸
　忠勝議員

村中
　玲子議員

五十嵐
　勝弘議員

新庁舎や統合小学校の建設事業
以外にも、地域環境の整備にも
取り組むよう期待したい。

財政的負担も考慮しつつ、統合
小学校建設を確実に進め、子ど
もたちの教育環境の整備を。

財政健全化に取り組みつつ、物
価高や官公需の価格転嫁への対
応を。コスト削減ありきではな
く、安定的な行政サービスを。

人口減少対策に若い世代のつな
ぎ止めを。地元雇用対策でI・U
ターンも積極的に。

統合小学校建設は、国補助金採
択の上で検討を。スキー場再開
に実質的なアクションや意思が
ないと判断せざるを得ません。

住民と行政が相互理解を深め、行
政に意見や心配を直接伝える場
を大切に。住民と共に歩むまちへ。

子どもから高齢者まで安心して
楽しみ、憩いの場となる場所の
検討を期待したい。

事務事業評価の積極的公開で住
民と共に歩む町政発展を期待し
たい。

総合計画後期基本計画に掲げた
取組に対する成果にどう反映さ
れたか、経過に注視したい。

借入残高３年連続増加。今年度
借入11.5億円。将来の財政に不安。

前
進
あ
る
の
み
! !

　「未来につなげる幸せのまち　のへじ」の課
題は大きな壁となって立ちはだかる。しかし、
課題は飛躍への助走となる。野辺地町はもっと
良くなる。そこに、打開する使命と責任がある。
　議員が注目しているポイントを紹介します。

岡
山
義
廣
議
長

新庁舎や統合小学校の建設事業
以外にも、地域環境の整備にも
取り組むよう期待したい。

財政的負担も考慮しつつ、統合
小学校建設を確実に進め、子ど
もたちの教育環境の整備を。

財政健全化に取り組みつつ、物
価高や官公需の価格転嫁への対
応を。コスト削減ありきではな
く、安定的な行政サービスを。

人口減少対策に若い世代のつな
ぎ止めを。地元雇用対策でI・U
ターンも積極的に。

統合小学校建設は、国補助金採
択の上で検討を。スキー場再開
に実質的なアクションや意思が
ないと判断せざるを得ません。

住民と行政が相互理解を深め、行
政に意見や心配を直接伝える場
を大切に。住民と共に歩むまちへ。

子どもから高齢者まで安心して
楽しみ、憩いの場となる場所の
検討を期待したい。

事務事業評価の積極的公開で住
民と共に歩む町政発展を期待し
たい。

総合計画後期基本計画に掲げた
取組に対する成果にどう反映さ
れたか、経過に注視したい。

借入残高３年連続増加。今年度
借入11.5億円。将来の財政に不安。

空き家・空き店舗を活用して、サ
テライトオフィスの誘致によっ
て、新たな雇用創出、人口減少
対策に。

空き家・空き店舗を活用して、サ
テライトオフィスの誘致によっ
て、新たな雇用創出、人口減少
対策に。
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24
日
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日
ま
で
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11
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会
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日
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日
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令
和
８
年
度
一
般
会

計
予
算
で
は
、統
合
小
学

校
建
設
事
業
関
連
の
予

算
を
削
除
す
る
修
正
案

が
提
出
さ
れ
、
白
熱
し

た
議
論
と
な
り
ま
し
た
。

３月
定例会

統合小学校新築事業を巡る論点整理（令和２年度〜令和７年度）
年度 主な動き

令和２ 令和４年度着手を発表　概算事業費35.4億円と説明
建設地を「現・野辺地小」と提示

令和４ 野辺地小学校の耐力度予備調査実施

令和５
耐力度予備追加調査実施
概算事業費48.6億円
統合小学校新築事業検討委員会の設置
議会統合小学校新築事業調査特別委員会の設置

令和６
耐力度本調査実施により国庫補助対象（11.5億円）
概算事業費57.2億円
新年度一般会計予算に設計費1.1億円を計上した予算案が賛成多数で可決

令和７ 
統合小学校建設に関する町民アンケート実施を求める動議が賛成少数で否決
＊令和８年第２回３月定例会＊
新年度一般会計予算に工事費7.48億円を計上した予算案に対する修正案が
賛成少数で否決

新年度予算の詳細は、
「広報のへじ４月号」

をご覧ください。
広報キッズ「にーなちゃん」

統合小学校建設事業は是か非か
修正案を賛成少数で否決

の
へ
じ
の
未
来
へ
の
布
石

子
ど
も
の
教
育
環
境
を
守
る

木戸議員
現野辺地小学校は、老朽化が深刻であり耐力度
調査では危険建物と判定され、速やかな新校舎
建設が求められている。当該建設事業が国庫補
助に採択された場合、予算の担保が必要となる。

野坂議員
野辺地町の未来のため、統合小学校建設工事関
連経費を削除するべき。

大湊議員
今後も物価上昇が続く中、統合小学校建設に係
る国庫補助を得る機会を放棄してはならない。

提出者：赤垣議員
統合小学校建設事業に関連する予算を全て
削除するもの。

■ 学校建設推進派（賛成）の主張：教育環境と物価高対策を重視
　・老朽化が深刻 ⇒ 耐力度調査で「危険建物」判定
　・今後も物価上昇が続く ⇒ 延期はさらなる建設費増へ
　・国庫補助・過疎債・原子力立地給付金相当額で対応可能
■ 慎重派（反対）の主張：財政負担と住民合意を重視
　・将来の児童数減少を見越し規模が過大
　・住民説明が足りない
　・小中一貫校案の検討が不十分

あわせて見たい！
読みたい！！

原案賛成（修正案反対）

髙
沢

戸
澤

木
戸

古
林

村
中

大
湊

五
十
嵐

原案反対（修正案賛成）

赤
垣

野
坂

中
谷

横
浜

荘厳な美しき学び舎「野辺地小学校」だが、
耐力度に限界がきている。

意思に相違あれど町の未来のためという想いは共通
それぞれの想いを表決に ･･･

修正案賛成原案賛成

討
論
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To Be Continued．．

ほぼ一瞬でわかる 審議議案と賛否
令和８年第２回３月定例会

条例改正
町職員等の旅費に関する条例の全部改正
法律の改正に伴い、支給方法等を見直しするもの。

全員
賛成
可決

町職員等の旅費に関する条例の全部改正に伴う関係
条例の整理
条例の全部改正に伴い、関係条例を整理するもの。
町議会議員及び町長の選挙における選挙運動の公営
に関する条例の一部改正
政令の改正等に伴い、所要の改正を行うもの。
町職員の給与に関する条例の一部改正
県人事委員会勧告に準じて改めるもの。
指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運
営に関する基準を定める条例の一部改正
法律に規定する基準に基づき改正するもの。
指定地域密着型介護予防サービスの事業の人員、設
備及び運営並びに指定地域密着型介護予防サービス
に係る介護予防のための効果的な支援の方法に関す
る基準を定める条例の一部改正
法律に規定する基準に基づき改正するもの。
道路占用料等徴収条例の一部改正
政令の改正に伴い、道路占用料を改正するもの。
その他
過疎地域持続的発展計画の策定
法律に基づき策定するもの。 全員

賛成
可決

町道の路線認定
新たに１路線を町道として認定するもの。
町道の路線変更
町道３路線の延長等を変更するもの。
人事
人権擁護委員候補者の推薦
新たに田中穣氏を委員に推薦するもの。 適任

議会（委員会）
町議会災害対策条例の制定
提出：防災・減災対策検証特別委員会
災害時に議会・議員が適切な役割を果たすため、基
本原則を定めるもの。

全員
賛成
可決

令和８年度当初予算
一般会計
　総額83億6200万円（前年度比9.6％増）

賛成
多数
可決

　（賛成）　髙沢議員、木戸議員、村中議員、
　　　　　五十嵐議員、戸澤議員、古林議員、
　　　　　大湊議員
　（反対）　横浜議員、中谷議員、野坂議員、
　　　　　赤垣議員
一般会計に対する修正動議
小学校建設関連経費７億4382万円余り削除

否決
　（賛成）　横浜議員、中谷議員、野坂議員、
　　　　　赤垣議員
　（反対）　髙沢議員、木戸議員、村中議員、
　　　　　五十嵐議員、戸澤議員、古林議員、
　　　　　大湊議員
国民健康保険事業特別会計
　総額14億807万円余り（前年度比5.4％減）

全員
賛成
可決

後期高齢者医療特別会計
　総額２億3865万円余り（前年度比13.2％増）
介護保険事業特別会計
　総額16億7545万円余り（前年度比4.7％減）
下水道事業特別会計
　総額2671万円余り（前年度比7.5％減）
水道事業特別会計
　収益的収入及び支出
　予定額２億8000万円（前年度比3.7％増）
　資本的収入　
　2000万円（前年度比72.8％減）
　資本的支出
　１億3803万円余り（前年度比30.9％減）
令和７年度補正予算
一般会計補正予算（第10号）
　3000万円減　総額84億800万円
事業費の確定ほか防災備蓄品を整備するもの。

全員
賛成
可決

国民健康保険事業特別会計補正予算（第４号）
　１億6067万円余り減　総額13億8266万円余り
事業実績見込みに伴う予算調整によるもの。
後期高齢者医療特別会計補正予算（第３号）
　677万円余り増　総額２億2417万円余り
事業実績見込みに伴う予算調整によるもの。
介護保険事業特別会計補正予算（第４号）
　7814万円減　総額17億7553万円余り
事業実績見込みに伴う予算調整によるもの。
水道事業特別会計補正予算（第４号）
　収益的収入及び支出の既決予定額に変更なし
事業実績見込みに伴う予算調整によるもの。

忙しい
皆さまに

　
　
１
月

８
日　
広
報
委
員
会

16
日　
郡
町
村
議
会
議
長
会
定
例
会

22
日　
広
報
委
員
会

　
　
　
議
会
運
営
委
員
会

26
日　
総
務
常
任
委
員
会

27
日　
建
設
産
業
保
健
衛
生

　
　
　
常
任
委
員
会

29
日　
臨
時
会

　
　
２
月

12
日　
原
子
力
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策

　
　
　
特
別
委
員
会

17
日　
防
災
・
減
災
対
策
検
証

　
　
　
特
別
委
員
会

18
日　
議
会
運
営
委
員
会

20
日　
全
員
協
議
会

24
日　
定
例
会
（
提
案
理
由
説
明
）

　
　
　
統
合
小
学
校
新
築
事
業
調
査

　
　
　
特
別
委
員
会

26
日　
定
例
会
（
一
般
質
問
）

27
日　
県
町
村
議
会
議
長
会
定
期
総
会

　
　
３
月

４
日　
定
例
会
（
予
算
議
案
審
議
）

５
日　
定
例
会
（
予
算
議
案
審
議
）

６
日　
定
例
会
（
議
案
等
審
議
）

13
日　
全
員
協
議
会

20
日　
意
見
交
換
会
事
前
研
修

21
日　
町
民
と
議
員
と
の
意
見
交
換
会

議員の活動
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１月
臨時会

専決処分
一般会計補正予算（第６号）
　4300万円増　総額81億1700万円
国及び県の補正予算成立に伴い、子育て世帯への支援、
燃料費等高騰による生活困窮者世帯に対する支援など
を行うもの。 承認
一般会計補正予算（第７号）
　1200万円増　総額81億2900万円
衆議院議員選挙の経費を追加したもの。
令和７年度補正予算
一般会計補正予算（第８号）
　２億7600万円増　総額84億500万円
物価高騰対策として、全町民に商品券を配布するもの。 賛成

多数
可決

　（賛成）　横浜議員、髙沢議員、木戸議員、
　　　　　村中議員、戸澤議員、古林議員、
　　　　　中谷議員、大湊議員
　（反対）　赤垣議員
一般会計補正予算（第９号）
　3300万円増　総額84億3800万円
除排雪費用を追加するもの。

全員
賛成
可決

その他
損害賠償の額の決定及び和解
損害賠償額を定め、賠償することで相手方と和解する
もの。

全員
賛成
可決

人事
固定資産評価審査委員会補欠委員の選任の承認
乙部和弘氏の退任に伴い、欠員が生じたことから八木
橋哲也氏を補欠委員に選任するもの。

承認

一般質問で政策提案

２万円の商品券を

ほぼ一瞬でわかる 審議議案と賛否
令和８年第１回１月臨時会

町民の声を背に

全町民に
　町のさまざまな課題等について、町に方針等を
聞くのが「一般質問」。３月定例会では５名の議員
が登壇し、町政への質問や提言を行いました。こ
こでは、ダイジェスト版でお知らせしています。
詳細は会議録をご覧ください。
（６月上旬公開予定）

　臨時会が１月29日（本会
議１日）に開かれました。
　一般会計補正予算（第８
号）が可決され、地方創生
臨時交付金を活用し、物価
高騰対策として生活応援商
品券が６月に配布されます。

物価高騰対策生活応援商品券発行事業
� ２億４１４０万円余り

赤垣議員
商品券発行に期間
を要する。早急に
対応可能な現金給
付などの支援策に
変更を。

大湊議員
国の指針では、年
度内の議決が求め
られており、速や
かな事業執行を。

支え合い切れ目のない保健福祉
自治会における見守り対応マニュアルの整備� 村中
認知症チェックの導入� 村中
災害時の地域見守り体制の構築� 村中
地域福祉計画� 大湊
誰もが学べる教育
まかど温泉スキー場の再開に向けて� 中谷
住み続けたくなる生活環境
空き家対策� 木戸
防災対策� 木戸
雪対策の強化� 大湊
メリハリのある行財政
原子力立地給付金の見通し� 赤垣
自治体ＤＸの推進� 大湊

聴く！ 見る！ 考える！ つなげる！ 議会
　“町民”の声をひろいあげます！

一般質問は登壇順に
次のページから

反対討論 賛成討論

討
論

広報キッズ「にーなちゃん」
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問 

独
居
及
び
認
知
症

の
高
齢
者
が
増
加
す
る

中
、
住
民
が
異
変
を
察

知
し
た
際
に
対
応
可
能

な
よ
う
「
見
守
り
対
応

マ
ニ
ュ
ア
ル
」
を
作
成

し
、
地
域
全
体
で
支
え

合
う
意
識
を
育
む
た
め
、

自
治
会
と
の
更
な
る
連

携
強
化
を
目
指
し
て
は
。

問 

町
の
検
診
の
場

で
、
簡
易
的
な
認
知
症

チ
ェ
ッ
ク
を
行
い
、
必

要
に
応
じ
て
専
門
機
関

や
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
に
つ
な
ぐ
仕
組
み

を
整
え
て
は
。

町
長 

該
当
す
る
チェッ

ク
シ
ー
ト
を
介
護
予
防

事
業
な
ど
の
通
い
の
場

や
、
家
庭
訪
問
、
相
談

町
長 

今
年
度
、「
認

知
症
高
齢
者
等
見
守
り

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業
」

と
し
て
、
町
職
員
を
は

じ
め
、
関
連
機
関
、
店

舗
、
医
療
・
介
護
事
業

所
等
を
対
象
に
、
延
べ

50
回
ほ
ど
学
習
会
を
実

施
し
た
。

　
適
切
な
見
守
り
を
行

事
業
な
ど
の
機
会
に
活

用
し
て
お
り
、
必
要
に

応
じ
て
介
護
予
防
事
業

へ
の
参
加
の
促
進
や
医

療
機
関
の
受
診
の
勧
奨

な
ど
、
個
人
の
状
況
に

応
じ
た
支
援
を
行
っ
て

い
る
。

　
今
後
も
、
認
知
症
の

早
期
発
見
と
介
護
予
防

の
推
進
に
努
め
る
。

い
、
必
要
な
支
援
に
つ

な
げ
る
た
め
、
周
囲
の

誰
も
が
気
づ
き
、
行
動

で
き
る
体
制
の
重
要
性

を
改
め
て
認
識
し
て
い

る
こ
と
か
ら
、
マ
ニ
ュ

ア
ル
整
備
は
本
事
業
を

進
め
る
中
で
検
討
す
る
。

地
域
全
体
で
安
心
感
の
醸
成
を

　
互
い
に
学
ぶ
機
会
を
確
保
（
町
長
）

認
知
症
チ
ェ
ッ
ク
の
試
験
的
導
入
を

　
早
期
発
見
と
介
護
予
防
を
推
進
（
町
長
）

記
載
さ
れ
る
方
に
は
、

避
難
所
や
災
害
時
の
行

動
、
相
談
窓
口
な
ど
を

記
載
し
た
リ
ー
フ
レ
ッ

ト
を
送
付
す
る
と
と
も

に
、
自
治
会
と
共
に
実

施
す
る
避
難
訓
練
で
は

要
支
援
者
の
避
難
支
援

を
想
定
し
た
訓
練
を
実

施
し
て
い
る
。

　
今
後
、
本
人
同
意
の

上
で
、
名
簿
の
整
備
・

更
新
を
進
め
、
自
治
会

へ
の
共
有
や
活
用
は
、

見
守
り
対
策
と
の
効
果

的
方
法
を
引
き
続
き
検

討
を
重
ね
る
。

問 

見
守
り
は
災
害
時

こ
そ
真
価
が
問
わ
れ
る
。

要
援
護
者
の
情
報
は
自

治
会
へ
提
供
さ
れ
て
い

る
が
、
情
報
の
整
理
や

共
有
の
在
り
方
を
改
め

て
検
討
す
る
必
要
が
あ

る
の
で
は
。

町
長 

災
害
時
に
支
援

が
必
要
な
方
を
対
象
と

す
る
災
害
時
避
難
行
動

要
支
援
名
簿
は
、
入
院

や
施
設
へ
の
入
所
等
に

よ
り
居
所
が
変
動
す
る

方
も
お
り
、
常
に
最
新

の
状
況
を
反
映
す
る
ま

で
に
は
至
っ
て
い
な
い

状
況
に
あ
る
。
名
簿
に

災害にも備えた見守り体制を
　効率的な方法を引き続き検討 （町長）

村
むら

中
なか

 玲
あき

子
こ

 議員

私の届いてほしい想い..

自治会は高齢化で担い手

不足も深刻です。そんな

中で、災害発生時に公助

が到着するまでの間、隣

人の安否を確認するのは

地域です。

各議員の政策提案のタイトルにあるロゴは、ＳＤＧｓ（エス・ディー・ジーズ）の１７の目標に関連しています。
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し
た
説
明
会
を
開
催
し

た
と
こ
ろ
、
前
向
き
な

回
答
を
い
た
だ
い
て
い

る
の
で
、
協
定
締
結
に

向
け
て
進
め
て
い
き
た

い
。

　
避
難
所
の
生
活
環
境

の
改
善
を
図
る
た
め
、

国
の
交
付
金
を
活
用
し
、

シ
ャ
ワ
ー
設
備
や
簡
易

ト
イ
レ
な
ど
の
備
品
を

整
備
し
た
。
引
き
続
き

備
品
の
充
実
を
図
り
、

避
難
所
全
体
の
機
能
強

化
に
努
め
る
。

木
き

戸
ど

 忠
ただ

勝
かつ

 議員

私の届いてほしい想い..

いつ起こるか分からない

大規模地震等の災害に備

え、避難所見直しは急務

だと思います。

問 

前
に
避
難
所
見
直

し
な
ど
防
災
対
策
に
つ

い
て
質
問
し
た
と
こ
ろ
、

多
く
の
避
難
所
を
確
保

す
る
必
要
が
あ
る
と
の

答
弁
で
あ
っ
た
が
、
ど

の
程
度
改
善
さ
れ
た
の

か
。（
追
跡
：
令
和
６

年
３
月
定
例
会
）

町
長 

本
日
ま
で
に
、

屋
内
外
に
新
し
く
避
難

所
を
指
定
し
た
施
設
は

な
い
が
、
引
き
続
き
新

た
な
施
設
の
確
保
に
努

め
た
い
。
福
祉
避
難
所

の
指
定
に
つ
い
て
は
、

関
係
事
業
所
を
対
象
と

避難所運営の見直しを
　避難所全体の機能強化を（町長）

問 

空
き
家
が
放
置
さ

れ
る
と
大
雪
等
で
の
倒

壊
、
草
木
の
越
境
、
不

法
侵
入
な
ど
近
隣
住
民

へ
悪
影
響
を
及
ぼ
す
こ

と
が
懸
念
さ
れ
る
。
増

え
続
け
る
空
き
家
問
題

へ
の
対
策
を
強
化
し
、

不
適
切
な
管
理
下
の
空

き
家
へ
の
対
応
な
ど
町

の
取
組
は
。

町
長 

適
切
に
管
理
さ

れ
て
い
な
い
空
き
家
は
、

現
地
確
認
を
行
い
、
必

要
に
応
じ
て
応
急
措
置

を
講
ず
る
と
と
も
に
、

所
有
者
や
相
続
人
等
の

調
査
を
行
い
、
適
正
な

管
理
を
促
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
補
助
事
業
を

通
じ
て
、
空
き
家
の
解

体
や
活
用
を
推
進
し
て

お
り
、
今
後
も
引
き
続

き
対
応
し
て
い
き
た
い
。

　
な
お
、
空
家
等
対
策

計
画
の
改
定
を
予
定
し

て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ

の
計
画
に
基
づ
き
、
対

策
を
推
進
し
て
い
き
た

い
。

増加する空き家の対策を
　計画に基づき対策を推進（町長）
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今
後
は
、
町
が
管
理

す
る
ク
ロ
ス
カ
ン
ト

リ
ー
コ
ー
ス
及
び
あ
っ

た
か
ハ
ウ
ス
ま
か
ど
の

森
の
運
営
を
継
続
す
る

こ
と
に
よ
り
、
町
の
ス

キ
ー
振
興
に
努
め
て
い

き
た
い
。

　
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー

コ
ー
ス
に
つ
い
て
は
、

あ
っ
た
か
ハ
ウ
ス
前
の

広
場
が
利
用
可
能
と

な
っ
た
こ
と
で
、
小
学

校
の
ス
キ
ー
教
室
や
青

森
県
小
学
生
ス
キ
ー
大

会
な
ど
の
大
会
運
営
が
、

円
滑
か
つ
安
全
に
実
施

で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
今
後
と
も
、
利
用
者

中
なか

谷
や

 謙
けん

一
いち

 議員

問 

町
内
外
か
ら
観
光
、

地
域
振
興
、
子
ど
も
の

ス
ポ
ー
ツ
環
境
整
備
な

ど
、
ス
キ
ー
場
の
再
開

を
望
む
声
が
今
な
お
多

く
聞
か
れ
る
。
町
の
方

針
や
具
体
的
な
取
組
が

町
民
に
十
分
示
さ
れ
て

い
る
と
は
言
い
難
い
が
。

（
追
跡
：
令
和
７
年
３

月
定
例
会
）

町
長 
ス
キ
ー
場
の
再

開
、
運
営
に
関
心
を
持

つ
事
業
の
有
無
に
つ
い

て
情
報
収
集
を
行
い
、

そ
の
内
容
を
十
和
田
観

光
電
鉄
株
式
会
社
様
と

共
有
し
て
き
た
。
し
か

し
、
再
開
に
関
心
を
示

す
事
業
者
か
ら
の
問
合

せ
は
な
く
、
ス
キ
ー
場

ア
ル
ペ
ン
コ
ー
ス
の
再

開
に
向
け
た
具
体
的
な

動
き
は
な
い
状
況
で
あ

る
。

　
ス
キ
ー
場
再
開
に
は
、

当
時
の
崩
落
個
所
の
復

旧
工
事
を
は
じ
め
、
施

設
や
機
械
設
備
の
更
新

が
必
要
不
可
欠
で
あ
り
、

昨
今
の
物
価
高
騰
の
影

響
も
相
ま
っ
て
、
多
額

の
初
期
投
資
が
見
込
ま

れ
て
い
る
。
ま
た
、
ス

キ
ー
人
口
の
減
少
や
暖

冬
・
小
雪
に
よ
る
営
業

日
数
の
減
少
、
更
に
燃

料
価
格
の
高
騰
な
ど
を

背
景
に
、
全
国
的
に
ス

キ
ー
場
の
休
止
や
閉
鎖

が
相
次
い
で
い
る
状
況

に
あ
る
こ
と
か
ら
、
再

開
に
関
心
を
示
す
事
業

者
が
簡
単
に
現
れ
る
も

の
で
は
な
い
と
考
え
て

い
る
。

スキー場再開に向けての今後は
　クロカンによるスキー振興を（町長）

が
安
全
に
利
用
で
き
る

環
境
の
確
保
に
努
め
、

町
の
ス
キ
ー
振
興
に
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
。

私の届いてほしい想い..

「スキーのまち　のへじ」

と言われた町。スキー場

再開に向け、本気で動き、

今こそ町全体で考える時

ではないでしょうか。
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合
小
学
校
新
築
事
業
へ

の
財
源
確
保
の
た
め
、

原
子
力
立
地
給
付
金
相

当
額
を
充
て
さ
せ
て
い

た
だ
き
た
い
。

円
を
乗
じ
て
４
４
８
８

万
円
余
り
と
な
り
、
合

わ
せ
て
１
億
２
４
０
０

万
円
余
り
と
な
る
。

　
今
後
の
推
移
は
、
企

業
分
は
電
力
を
多
く
消

費
す
る
施
設
へ
の
設
備

投
資
が
行
わ
れ
る
、
あ

る
い
は
、
施
設
を
停
止

す
る
と
い
う
こ
と
も
予

測
す
る
の
が
困
難
で
あ

る
た
め
、
同
額
で
推
移

す
る
も
の
と
し
、
一
般

家
庭
分
は
毎
年
約
１
％

ず
つ
減
少
し
て
い
る
と

い
う
、
こ
れ
ま
で
の
実

績
を
参
照
し
推
計
し
て

い
る
。
推
移
に
つ
い
て

は
、
令
和
35
年
度
ま
で

毎
年
約
１
２
０
万
円
ず

つ
減
少
し
て
い
く
こ
と

と
な
る
。

問 

町
民
の
生
活
が
物

価
高
騰
等
の
影
響
を
受

け
る
中
、
当
町
で
も
原

子
力
立
地
給
付
金
相
当

額
を
町
民
に
。

町
長 

当
面
は
、
未
来

を
担
う
子
ど
も
た
ち
の

安
全
安
心
な
教
育
環
境

を
整
備
す
る
と
い
う
統

赤
あか

垣
がき

 義
よし

憲
のり

 議員

問 

原
子
力
立
地
給
付

金
の
概
要
は
。

町
長 

原
子
力
立
地
給

付
金
を
構
成
す
る
電
源

三
法
交
付
金
は
、
発
電

用
施
設
建
設
に
よ
る
利

益
を
地
元
に
還
元
す
る

こ
と
に
よ
り
、
電
源
開

発
を
円
滑
に
進
め
る
と

い
う
考
え
方
で
、
施
設

の
立
地
市
町
村
や
そ
の

周
辺
市
町
村
が
行
う
公

共
施
設
整
備
、
住
民
の

利
便
性
向
上
の
事
業
な

ど
を
対
象
と
し
て
交
付

さ
れ
る
。

　
交
付
さ
れ
る
期
間
は
、

対
象
と
な
る
発
電
用
施

設
の
建
設
を
開
始
期
と

し
、
そ
の
施
設
の
運
転

終
了
ま
で
と
な
っ
て
お

り
、
交
付
限
度
額
は
発

電
用
施
設
の
規
模
な
ど

か
ら
算
定
さ
れ
、
新
規

の
建
設
や
増
設
の
場
合

は
、
そ
の
分
が
加
味
さ

れ
る
仕
組
み
で
あ
る
。

　
算
定
さ
れ
た
交
付
限

度
額
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の

市
町
村
で
、
電
源
立
地

地
域
対
策
交
付
金
と
し

て
市
町
村
が
受
け
取
る

の
か
、
住
民
に
直
接
還

元
す
る
の
か
、
選
択
で

き
る
こ
と
に
な
っ
て
い

る
。

　
住
民
に
直
接
還
元
す

る
場
合
の
額
が
原
子
力

立
地
給
付
金
と
な
り
、

そ
の
割
合
も
立
地
地
域

等
の
市
町
村
が
選
択
す

る
こ
と
が
で
き
る
。

問 

こ
れ
か
ら
先
の
給

付
額
の
見
通
し
は
。

町
長 

原
子
力
立
地
給

付
金
相
当
額
は
、
一
般

家
庭
が
契
約
す
る
口
数

に
よ
る
も
の
と
、
企
業

が
契
約
す
る
キ
ロ
ワ
ッ

ト
数
に
よ
る
も
の
の
２

つ
を
足
し
て
算
出
さ
れ

て
い
る
。

　
令
和
７
年
度
の
算
出

額
は
、
一
般
家
庭
分
は

８
万
４
千
件
余
り
の
契

約
に
、
１
件
当
た
り
９

４
１
円
を
乗
じ
て
７
９

１
６
万
円
余
り
、
企
業

分
は
19
万
９
８
０
キ
ロ

ワ
ッ
ト
に
、
１
キ
ロ

ワ
ッ
ト
当
た
り
２
３
５

原子力立地給付金の見通しは
　統合小学校新築事業の財源確保に（町長）

私の届いてほしい想い..

世帯数減少が加速すれ

ば、給付金の減額は年

１％で済まないと考えて

います。
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大
おお

湊
みなと

 敏
とし

行
ゆき

 議員

問 

地
域
福
祉
計
画
は
、

第
２
期
計
画
案
の
パ
ブ

リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
実

施
し
た
が
、
第
１
期
の

評
価
指
標
の
検
証
、
第

２
期
の
評
価
指
標
の
設

定
根
拠
、
相
談
体
制
の

充
実
や
ア
ウ
ト
リ
ー
チ

型
支
援
を
ど
の
よ
う
に

実
現
し
て
い
く
の
か
。

問 

町
の
Ｄ
Ｘ
推
進
計

画
は
、
昨
年
３
月
に
策

定
さ
れ
て
い
る
が
、
国

の
新
た
な
自
治
体
Ｄ
Ｘ

推
進
計
画
が
示
さ
れ
た

今
、
計
画
の
見
直
し
を

行
い
、
進
捗
管
理
を
強

化
す
る
た
め
の
ロ
ー
ド

マ
ッ
プ
や
Ｋ
Ｐ
Ｉ
を
設

定
す
る
考
え
は
な
い
か
。

町
長 

第
１
期
の
評
価

指
標
に
つ
い
て
は
、
今

後
実
績
の
数
値
を
具
体

的
に
盛
り
込
み
、
第
２

期
の
評
価
指
標
の
設
定

根
拠
は
、
関
連
す
る
計

画
の
数
値
目
標
を
引
用

し
た
評
価
目
標
を
設
定

し
、
総
合
的
に
評
価
す

る
。

　
相
談
体
制
は
、
認
知

町
長 

国
で
は
デ
ジ
タ

ル
技
術
の
進
化
や
社
会

環
境
の
変
化
に
応
じ
て

見
直
し
を
行
う
こ
と
と

さ
れ
、
こ
の
考
え
方
に

倣
い
、
本
計
画
は
毎
年

度
点
検
、
見
直
し
を
行

い
、
重
点
取
組
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て
も

整
理
し
て
い
く
。

症
高
齢
者
等
見
守
り

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業
を

実
施
し
、
支
援
が
必
要

な
方
を
つ
な
ぐ
こ
と
が

増
え
て
い
る
。
ア
ウ
ト

リ
ー
チ
型
支
援
は
、
自

宅
へ
の
訪
問
や
各
種
集

ま
り
の
場
に
出
向
く
等
、

そ
の
方
が
希
望
す
る
形

で
ア
プ
ロ
ー
チ
し
て
い

る
。

　
来
年
度
の
具
体
的
な

取
組
と
し
て
は
、
電
子

申
請
の
さ
ら
な
る
拡
充
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
、
生
成
Ａ

Ｉ
の
活
用
な
ど
を
重
点

的
に
推
進
す
る
。

地
域
福
祉
計
画
の
実
現
を

　
地
域
全
体
で
支
え
合
う
体
制
を
構
築
（
町
長
）

Ｄ
Ｘ
推
進
計
画
の
見
直
し
を

　
国
に
倣
い
毎
年
度
見
直
す
（
町
長
）

捨
て
場
の
確
保
を
含
め
、

総
合
的
な
雪
対
策
の
検

討
を
進
め
る
。

問 

短
期
間
で
一
気
に

降
る
大
雪
が
増
え
て
い

る
現
状
を
踏
ま
え
、
こ

れ
ま
で
の
雪
対
策
を
さ

ら
に
強
化
す
る
考
え
は

な
い
か
。

町
長 

短
時
間
に
大
量

の
降
雪
が
あ
っ
た
場
合

に
は
、
除
雪
作
業
が
一

時
的
に
追
い
つ
か
な
い

状
況
も
想
定
さ
れ
る
こ

と
か
ら
、
従
来
の
体
制

の
み
で
は
十
分
と
は
言

え
な
い
と
認
識
し
て
い

る
。
豪
雪
対
策
本
部
の

設
置
、
災
害
救
助
法
に

基
づ
く
除
雪
支
援
、
今

後
の
体
制
の
検
証
と
雪

雪対策の強化を
　除雪体制の検証と対策を検討（町長）

私の届いてほしい想い..

一般質問では、町民の皆

さまの熱い思いと、私自

身の想いがとても強く重

なり、制限時間内に終わ

れませんでした。次回ま

た頑張りたいです。
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委員会レポート 町の課題を調査・研究しています

建設産業保健衛生常任委員会

防災・減災対策検証特別委員会

原子力エネルギー対策特別委員会

総務常任委員会

統合小学校建設事業調査特別委員会

委員長　木戸　忠勝

委員長　赤垣　義憲

委員長　中谷　謙一

委員長　村中　玲子

委員長　大湊　敏行

　現状は国で定める基準を満たしており、
知識と食習慣を習得するため栄養教諭との
会食を行っている。
　給食センターは、改修では国の衛生管理
基準への対応が困難であるため、工夫して
運営している。

　実施設計は、統合小学校及び児童館の配
置、平面、立面図がまとまった。
　３月定例会に工事監理、工事単価入替、
工事請負費などの予算を提出する。

学校給食の現状と課題は

統合小学校建設の進捗は

　令和８年度はホタテガイ早期再生に向け
て、母貝確保のため稚貝放流や採苗に係る
経費など緊急的に支援する。ほかに、新貝
確保緊急対策や漁業災害経営資金等利子補
給についても対応する予定。

　災害等でも議会が議決機関としての機能
を維持するために行動計画を策定する。
　災害発生時に議員からの情報や要望を活
きたものにするため、ルール化する。

　日本原燃株式会社を訪問し、原子燃料サ
イクル施設の概要と現状、新規制基準適合
への取組について説明を受け、原子燃料サ
イクル施設の視察を行った。

　人口減少、施設や管の老朽化、自然災害へ
の備えなど水道事業を取り巻く環境は厳し
さを増している。
　持続可能な水道事業を維持するため、中長
期的な運営が不可欠で、基本方針と財政見通
しを示す水道事業経営戦略を策定した。

養殖ホタテ食害の対応は

災害時等でも議会機能維持を

新規制基準適合への取組は水の安定供給を

委員会レポート

全員協議会

　野辺地町議会では、２つの常任委員会を設置して
います。議員は、「総務」「建設産業保健衛生」のど
ちらかの常任委員会に所属することになっています。
　常任委員会は、町の課題や施策、事業について、
所管の調査を行っています。
　特別委員会は、町政のほか特定の案件についても、
調査を行い、目的が達成されると調査終了となります。
　これら委員会は、少人数で構成され、足取りも軽
やかに調査研究することができます。

町の課題を調査・研究しています

原子力エネルギー対策特別委員会の視察
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▼ ▼ ▼   テーマ：町の活性化のために

町民と野辺地町議会
議員との意見交換会

　３月21日（土）中央公民館において、20名の町民の
皆さまが参加されました。今回は、早稲田大学デモク
ラシー創造研究所招聘研究員でもあり、全国各地の地
方議会の議会改革アドバイザーを務める岩﨑弘

ひろ
宜
まさ
氏を

ファシリテーターとしてお迎えし、３部構成で開催し
ました。第２部では参加者全員からさまざまなご意見
をいただくことができました。

　課題は？思いつくその解決策は？ここがこうなればいいのに!!など、野辺地町の未来のために思
うこと、考えていることを話し合いました。

●空き家の解体補助
●通院、買い物に町内巡回バス
●高齢者等の買い物ボランティア
　（買い物代行など）
●タクシー会社の運転手不足解消
●首都圏へ野辺地葉つきこかぶＰＲ
●放置されている林道を有効活用して
　観光地に
●気候の影響を受けない養殖漁業

●移住者に生活支援補助
●議員定数削減
●�空き店舗などを活用したサテライト
オフィスの誘致
●�首都圏へ野辺地葉つきこかぶ収穫体
験ＰＲ
●�町の伝統（祇園まつり・郷土料理等）
のＰＲ

皆さまからいただいた
ご意見を一部抜粋して
紹介します。

特 

集

意見交換会
開催前の円陣　チーム野辺地町議会

Ａグループ

Ｂグループ
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　皆さまのご意見は、所管の委員会又は議員有志で現状の調査などを行い、対応策を協議し、その
対応について、半年を目途に次回の意見交換会で議会報告します。

　前日の３月20日（金）に意見交換会のリハーサルを行い、
どうすれば町民の皆さまと一緒に、楽しく、野辺地町のことを
語り合えるだろうと、それぞれが真剣に頭を悩ませていました。

●高齢者等デマンド交通導入など
●スキー場に花（芝桜、ツツジなど）
　を植えて景勝地に
●工業団地を活用してわさび、ブドウ
　栽培
●町民の学習場所不足
●公園遊具の充実
●町政を多用な手段で積極的に広報
●若者が参画できる議会

●野辺地高校入学者増加に向けた取組
　�（魅力ある学科の設置、学力向上支
援、スキー場再開整備、体育館機能
改善）
●�公立野辺地病院の利便性向上（町内
バスの運行）

●スキー場の再開
●学校での伝統芸能伝承（授業など）
●若者ニーズ調査（アンケートなど）
●町営浴場開設
●若者が地元に残れる政策
●若者が参画できる議会へ
●高齢者等デマンド交通
●若者が学習できる場の確保
●公園遊具の充実

舞台裏..

Ｅグループ

Ｃグループ

Ｄグループ

報告書は
こちらから

聴
く
 

対話する 

動く 

提
言

す
る
 

みんなで 

野辺地町の未来 

切り開け 
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愛
宕
公
園
で
は
桜
が
咲

き
、
春
の
や
わ
ら
か
な
訪
れ

を
感
じ
る
季
節
と
な
り
ま
し

た
。
新
年
度
予
算
も
可
決
さ

れ
、
町
の
新
し
い
一
年
が
ス

タ
ー
ト
し
ま
す
。
今
年
度
も

議
員
一
丸
と
な
り
、
行
政
へ

の
監
視
機
能
を
高
め
な
が
ら
、

委
員
会
活
動
に
も
力
を
入
れ

て
ま
い
り
ま
す
。

　
皆
さ
ま
に
「
読
ん
で
み
よ

う
」
と
思
っ
て
い
た
だ
け
る
、

親
し
み
や
す
い
議
会
だ
よ
り

を
目
指
し
ま
す
。

�

（
村
中
）

編
集
後
記

６月17日（水）提案理由説明
６月18日（木）一般質問
６月19日（金）議案等審議
  いずれも午前９時30分からです。
  日程は変更になる場合があります。

議会だよりについて、皆さまの
ご意見・ご感想をお寄せくださ
い。よりよい紙面をつくってい
くためにアンケートに
ご協力お願いします。

６月定例会の予定 読者アンケート

陸奥湾一望の　
　観光タワー

第40回町村議会広報
全国コンクール結果報告

奨励賞
編集・デザイン部門

とある声なき声

愛宕公園に観光タワーを。タワーの展望台か
らは特に天気のいい日は絶景。野辺地町の先
に陸奥湾を見渡せ、その向こうには下北半島
が。売店はもちろんのこと、陸奥湾を一望で
きるオーシャンビューレストランで、地元名
物メニューを楽しむ。

委 

員 

長
　
横
浜
　
睦
成

副
委
員
長
　
大
湊
　
敏
行

委
　
　
員
　
木
戸
　
忠
勝

村
中
　
玲
子

五
十
嵐
勝
弘

赤
垣
　
義
憲

広
報
委
員
会

アンケート
フォーム

（70代野辺地町を元気にしたい男性）

いっぱい　のへじ愛
　あったらどうだろ　この町に

講評要旨
全頁を通してタイトル文言や内容見出しは
高水準。一般質問は議員ごと擬音語を使い
個性的ですが、関連写真掲載で更に読みや
すくしたい。

今後も皆さまが手に取って、読んでいただ
けるよう創意工夫を重ねてまいります。
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